
筆轡() 	ur敏市社会 

け
ま
し
た
。
 

こ
の
街
頭
募
金
は
、
 一
日
か
 

か
所
に
、
四
、
五
人
の
グ
ル

ー
 

プ
に
な
っ
て
街
頭
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
森
田
市
長
は
、
平
山

誠
敏
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
 

原
田
市
太
郎
同
常
務
理
事
兼
事

務
局
長
と
と
も
に
歩
い
て
回
り
、
 

奉
仕
者
の
み
な
さ
ん
に
「
寒
い

中
大
変
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
 

身
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
 
と
激励
。
ま
た
、
 

道
行
く
人
達
に
募
金
を
呼
び
か
 

ら
十
日
ま
で
行
わ
れ
、
こ
の
間

数
多
く
の
団
体
か
ら
延
べ
三
百

人
以
上
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
年
の
本
市
の
共
同
募
金
の

自
標
額

一
千
五
十
五
万
二
千
六

百
円
の
う
ち
、
街
頭
募
金
で
は

八
十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
こ
の
十
日
間
の
実
績
は

そ
れ
を
上
回
る
八
十
七
万
八
百

七
十
二
円
と
な
り
、
関
係
者
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。
 

街
頭
募
金
活
動
に
奉
仕
さ
れ

た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。
 

「わ
か
ち
合
う
幸
せ
」
 
をス

ロ
ー
ガ
ン
に
始
ま
っ
た
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
八
日
目
の
十

月
八
日
、
森
田
市
長
は
街
頭
募

金
活
動
奉
仕
者
の
激
励
と
募
金
 

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
生
活
学
校
、
朝
起

き
会
、
白
鳩
会
な
ど
か
ら
三
十

二
人
が
協
力
。
本
町
、
柏
原
町

の
デ
パ
ー
ト
前
や
大
町
な
ど
七
 

,
 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ

い
。
 
き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

しかわ 
発行 五所川原市 

W037 
青森県五所川原市字岩木町12 

0173 -⑩2111代
編 集 総務部秘書企画課

印 刷 尚北斗ォフセット 

市の人口 総数51,627人（男24,797・女26,830）世帯数14,962 (9月30日現在） 	（毎月 2 回 1日・15日発行） 

第3回 田目B臼包り 
み、なさんのおいで・を待っています。 

）日時 11月15日仕)-16日（日） 
レ場所 市民体育館 

⑨行 事 

15日 開会式（午前 9 時40分、） 
農林産牛勿等共進会 
農業に関する図画・書道展 
農の生花展 
西北五牛勿産展即売会 
農林産！物直売市 
五所川原牛肉の宣伝即売会 
ミスりんご娘コンテス ト 

（午後1時） 
そ（7耳也 

16日 農業まつり演芸大会 

表彰式 

「身
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
」
 

街
頭
募
金
奉
仕
者
を
激
励
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 
昭和61年 

No.626 

11ー 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 
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1
1月1
日
から
 
五
所
川
原
ー
青
森
間
「
快
速
列
車
」
増
発

ジ
・
ー
ト
ー
 
ー
 

弘
前
ま
で
の
普
通
列
車
も
便
利
に
 

国
鉄
で
は
十
一
月
一
日
、
ダ
 

二
本
に
増
え
た
ほ
か
、
五
所
川
 
所

川
原
間
が
各
駅
停
車
と
な
り

イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
 

原
ー
 
前
間
の
普
通
列
車
も
本
 

利
用
者
の
便
が
は
か
ら
れ
ま
し

そ
れ
に
よ
る
と
五
能
線
は
、
 

数
が
増
え
一
段
と
便
利
に
な
り
 
た

o
 

五
所
川
原
吉

森
間
の
快
速
列
 

ま
し
た
。
 

以
下
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の
内
容

車
が
こ
れ
ま
で
の
「深
浦
」
に
、
 

ま
た
、
こ
の
快
速
「
深
浦
」
 
を

紹
介
し
ま
す
o
 

「岩
木
」
が
新
た
に
加
わ
り
 

は
上
り
、
下
り
と
も
深
浦
ー
五
 

Y
A
 

ゲ
A
 

〕
エ
（
 

》
人
 

》
上
（
 

》A
 

1
1月
1
日
か

ら
 

エ 

エ 

エ 

発
 

4 青 森 発14 : 50 
五所'ItI百羊，に．h, 

●普通列車の増発 

"
 

●快速 「岩木」 

（五所川原 

HI部間各駅停車） 

下り ‘五所川原発11 】 07 
よ―’ …“ー 
青 森 着12 : 36 

"
 

下り 」五所川原発16 : 24 
弘 前 着17: 18 

●停車駅・時間の変更 

快速 「深浦」 （上り、下

りとも深浦一五所川原間

各駅停車） 

下‘) 	深 浦 発 6 : 40 

~五所川原発 8 : 18 

’青 森 着 9 : 25 
上り I 青 森 発17 : 49 

~五所川原発18: 59 

‘深 浦 着20 : 30 

駅
唱
圏
か
い
国
嗣
回
暑
寄
圏
 
身
体
障
害
者
福
祉
会
 

弘 前 発 9 : 28 
堰pJjJ I濠罰i；テ 

考謂原競】I 

完
成
間
近
グ
 

『
め
ワ
とめ
習
り
の
小
舎
囲
』
 

市
街
地
中
心
部
に
憩
い
の
広
場
 

市
が
新
町
・
布
屋
町
地
区
に

整
備
を
進
め
て
き
た
 
「み
ず
と

み
ど
り
の
小
公
園
」
が
、
い
よ

い
よ
今
月
で
完
成
の
は
こ
び
と
 
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
公
園
は
、市
が
昭
和
五

十
八
年
に
国
土
庁
の
 
「水
緑
都

市
モ
デ
ル
地
区
」
 
の
指定
を
受
 
 

け
、
私
達
の
祖
先
が
長
年
の
努

力
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
堰
 

（用
水
路
）
を
再
生
し
、
潤
い

の
あ
る
都
市
づ
く
り
を
し
よ
う

と
翌
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で

整
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
面
積
は
約
二
千
三
百
平

方
屑
で
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
メ
ロ
デ
ィ
 

ー
欄
か
ん
の
あ
る
太
鼓
橋
、
屋

内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
子
供
広
場
な

ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
水
路
、
生
垣
、
樹
木
等
に

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
複
数
の
小
さ

な
広
場
を
ポ
ケ
ッ
ト
的
に
設
け
、
 

ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
を
配
す
る

な
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ

る
憩
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

名
称
も
、
こ
の
公
園
が
市
民

に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
 

と
今
年

一
月
、市
民
に
公
募
し
、
 

た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
決
定
し
た
も
の
で
す
。
 

な
お
、
竣
工
式
は
今
月
下
旬

頃
行
う
予
定
で
、
そ
の
後
市
民

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福

祉
会

（
松
本
一
男
会
長）
で
は

十
月
六
日
、
国
鉄
五
所
川
原
駅
 

（
小
田桐
昭
駅
長
）
に
会
員
手

づ
く
り
の
座
布
団
四
十
枚
（
う

ち
一
人掛
け
用
三
十
枚
）
を
贈

り
、
同
駅
や
利
用
者
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
同
会
が
日
頃
社
会

か
ら
受
け
て
い
る
恩
を
少
し
で

も
お
返
し
し
よ
う
と
、
七
年
前
 
 

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。
 

こ
の
日
、
同
会
で
は
松
本
会

長
ほ
か
役
員
な
ど
十
人
が
駅
を

訪
れ
、
待
合
室
の
椅
子
に
座
布

団
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
 

小
田
桐
駅
長
は
、
 「こ
の
座

布
団
は
、
利
用
者
か
ら
大
変
好

評
で
、
身
障
者
福
祉
会
の
皆
さ

ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
 

V叱スに声布団を取り鱈けl" 
戸 遺夢者福祉会の人菩、~ 
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,→一→，ー→→一 

シートベルトの正しい締め方 

シートベルトは、ただ漫然と締めても効果は望めませんc 
正しい締め方をぜひ覚えてください（ここでは3点式シー 
トベルトの着用方法を図解します）。 

①ベルトは腰の位置で締める 
シートは倒さず、深く腰をかけ、ベルト 

は腰骨の位置で締めてください 腰（骨盤J 
は体の中で最もじょうぶな位置です お腹 
はやわらかすぎるので危険です戸 

②ベルトはよじれていませんか 
ベルトがよじれていると、部分的に圧力 

が高まってしまい、十分な効果が得られな 
くなります。また、ベルトが首にかからな 
いようにしましょう 

③バックルは力チッと音が 
しましたか 

力チッという音がしっか 
りと差し込まれた証拠の音 

です。 
☆お子さんが3点式ベルトを使うと、ベリレトが顔や首にあ 

たるのでかえって危険です、後部座席で2点式ペルトを使 
用するようにしてください」 

☆長さ調節式ベルトの場合は、胸と肩ベルトの間に、にぎ 
りこぶしが1つ入るくらいの余裕をもたせて調節してくだ 
さい。 

県
警
察
本
部
は
、
秋
の
行
楽

期
と
農
繁
期
に
多
発
す
る
交
通

死
亡
事
故
抑
止
の
た
め
、
十
月

十
六
日
か
ら
十
一
月
二
十
四
日

ま
で
の
四
十
日
間
、
 
「ス
ト
ッ

プ

・
ザ

・
死
亡
事
故
四
十
日
作

戦
」
を
県
下

一
斉
に
展
開
し
て

い
ま
す
。
 

期
間
中
の
取
り
締
ま
り
重
点

事
項
は
 

▽
若
年
運
転
者
の
飲
酒
・
暴
走
 

運
転
の
追
放
 

▽
薄
暮
時
間
帯
の
交
通
事
故
防

止
 

▽
ソ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
指
導

強
化
 

▽
交
通
安
全
広
報
の
推
進

特
に
飲
酒
・
暴
走
に
つ
い
て

は
、
十
一
月
八
日
か
ら
十
七
日

ま
で
の
期
間
を
設
け
、
悪
質
な

運
転
者
を
重
点
的
に
取
り
締
ま

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

1
1月
ー
日
か
ら
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
 

ー
一
父
通死
亡
事
故
抑
止
 

4
0日
作
戦
展
開
中

ー
 

一
般
道
で
も
義
務
化
 

O
運
転
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
な
い
で
運
転
し
た
場
合
。
 

O
助
手
席
同
乗
者

に
シ
ー
ト
ベ
 

ル
ト

を
着

用
さ

せ
な
い
で

運
転

し
た
場
合
。
 

す
べ
て
が
減
点
対
象
と
な
り

ま
す
。
 

,
 

今
年
度
の
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
 

ー
ル
（
県新
生
活
協
議
会
主
催
）
 

の
学
校
の
部
の
最
優
秀
賞
に
、
 

五
所
川
原
小
学
校
（
釜
落
裕
校

長
 
児
童
数
八
百
四
十
人
）
の
 

P
T
A学
校
環
境
委
員
会

（原

徳
子
委
員
長
）
が
決
ま
り
、
同

委
員
会
は
、
第
二
十
三
回
全
国

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
県

代
表
と
し
て
推
せ
ん
さ
れ
ま
し

た
。
 

同
委
員
会
は
、
十
六
人
の
P
 

T
A
役
員
で
構
成
さ
れ
、
毎
年

同
小
の
前
庭
や
由
山廷
の
植
え
付

け
計
画
を
立
て
て
、
 一
・
二
年

生
の
お
母
さ
ん
達
や
児
童
と
協

力
し
て
花
だ
ん
づ
く
り
を
し
て
 
 

い
ま
す
。
 

山
庭
の
花
だ
ん
は
、
昭
和
「
1
 

十
八
年
に
P
T
Aが
同
小
の
創

立
九
十
周
年
記
念
と
し
て
つ
く

り
、
そ
れ
を
学
校
に
贈
っ
た
も

の
。
以
来
、
毎
年
学
校
環
境
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
手
入
れ

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

花
だ
ん
の
形
は
、
六
角
形
の

雪
の
結
晶
を
モ
デ
ル
に
し
た
同

小
の
校
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
、今
年
は
外
側
に
赤
、
白
、
 

ピ
ン
ク
の
ベ
ゴ
ニ
ァ
、
中
心
部

に
カ
ン
ナ
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
を

植
え
て
い
ま
す
。
 

原
徳
子
委
員
長
は
、「お
母
さ

ん
方
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
達
 
 

も
毎
日
の
よ
う
に
水
か
け
を
し

て
く
れ
る
な
ど
、
親
子
み
ん
な

で
協
力
し
て
き
た
結
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
、
ま
た
釜
落

校
長
は
 
「P
T
A
の
み
な
さ
ん

が
、
長
年
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
実
っ
て
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と

そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
小
P
T
Aは
、
朝
の
あ
い

さ
つ
 
「お
は
よ
う
運
動
」
 
の
実

施
や
、
日
中
忙
し
く
て
学
校
へ

来
れ
な
い
父
母
達
の
た
め
に
、
 

先
生
方
を
招
い
て
町
内
毎
に
地

域
懇
談
会
を
開
い
て
い
る
ほ
か
、
 

年
五
回
広
報
を
発
行
し
、
昨
年

の
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
 
「特
 
 

選
」
に
入
賞
す
る
な
ど
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
こ
の
ほ
か
職
場
の
部
で

梅
泉
小
学
校
P
T
A
が
 
屡

秀

賞
」
に
、
ま
た
学
校
の
部
で
五

所
川
原
第
二
中
学
校
が
「佳
作
」
 

に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。
 

こ
の
表
彰
式
は
、
今
月
二
十

日
に
青
森
市
の
県
立
図
書
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
 

五小PTA 

国鳳しう目罵目《 

 

 

親子の長年の努力が実る 
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同
営
業
所
で
は
ま
た
十
月
十
 
協
会

な
ど
と
と
も
に
柳
町
児
童

七
日
、
東
北
電
工
、
電
気
保
安
 
公

園
の
清
掃
奉仕
を
行
い
市
民

か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
東
北
電
力
グ

ル
ー
プ
が
行
っ
て
い
る
市

街
地
美
化
運
動
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
十

三
人
が
参
加
。
 

参
加
者
は
、
公
園
全
体

の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
を

し
た
ほ
か
、
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
防
止
用
に
と
空
き

缶
を
活
用
し
た
灰
皿
二
十

個
を
備
え
付
け
ま
し
た
。
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
士
1百
か
ら
始
ま

っ
た
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
秋

の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
多
彩
な
行

事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
 

森
田
市
長
は
、
こ
の
寄
贈
に

対
し
、「防
犯
灯
の
設
置
は
市
民

か
ら
大
変
要
望
が
多
い
。
十
分

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
札
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
 

た
。
 

『、t
北
 

東
に
 

付
資

ソ
 

る
 

ナ
ン

ー
じ
」
 

U
一
可
 

吉岡助役に目録を 

会宴（右 

マイルドセブン 

1箱（220円）につき、 
41円40金発がたばこ

消費税として市の
収入になります。 

東北電力（株）五所川原営業所で2イ2十 五所川原中央口ータリークラブで2件 

明
る
い
鰯
づ
く
り
に
琶
防
飼
珂
局
園
 

柳
町
児
童
公
 
を
清
掃
奉
仕
 

東
北
電
力
卿

五
所
川
原
営
業

所
で
は
十
月
十

三
日
、
藤
村
義

男
所
長
と
福
田

武
囲
営
業
課
長

が
市
役
所
を
訪

れ
、
明
る
い
街

づ
く
り
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い

と
「
防
犯
灯
」
 

五
基
を
寄
贈
、
 

森
田
市
長
に
目

録
を
手
渡
さ
れ
 

福
祉
基
金
に

2
0万
円
 

五
所
川
原
中
央
口
ー
 

四
郎
会
長
）
で
は
十
月
四
日
、
 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
長
沢
 
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
 

金
に
二
十
万
円
を
寄
付
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
長
沢
会
長

と
島
谷
敏
同
ク
ラ
プ
社
会

奉
仕
委
員
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
吉
岡
助
役
に
目
録

を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
プ
で
は
、
五
年

間
で
百
万
円
を
目
標
に
福

祉
基
金
に
協
力
、
今
回
で

六
十
万
円
と
な
り
関
係
者

か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

戸
 

11月は 

固定資産税 第4期 

1 健康保険税 第5期 

L  の納期です。 	（市収納課） 

狼
野
長
根
公
園
の
環
境
美
化
に
と
ゴ
ミ
か
ご
4
個
 

同
ク
ラ
ブ
（
長沢

四
郎
会
長
）
で
は
ま

た
十
月
十
三
日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
狼
野

長
根
公
園
の
環
境
美

化
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
 
「ゴ
ミ
か
ご
 

（
ス
チ
ー
ル
製
、
高

さ
七
十
七万
、直
径
五

士

万
）
」
四
個
を
寄

贈
、
長
沢
会
長
と
増

田
清
則
同
ク
ラ
ブ
環

境
保
全
委
員
長
が
森

田
市
長
に
そ
の
目
録
 

【
 

を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
U
 

同
ク
ラ
ブ
は
創
立
以
来
、
環

境
美
化
運
動
を
重
点
的
に
取
り

上
げ
、
こ
れ
ま
で
河
川
に
清
掃

を
呼
び
か
け
る
立
て
看
板
の
設

置
や
、
菊
ケ
丘
運
動
公園
用
の

ゴ
ミ
か
ご
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
 

毎
年
活
発
な
活
動
を
続
け
て
き

て
い
ま
す
。
 画

 
 
('
 

/
 
4
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教
育
振

興
会
に

9
万

5
千
円
余
 

国

際
ソ

ロ
プ

チ
ミ

ス
ト
 

世
界
の
平
和
と
 
リ
テ
ィ

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、
を

奉
仕
の
た
め
に
活
 
開

催
。
こ
の
益
金
を
寄
付
さ
れ

動
を
続
け
て
い
る
 
た
も
の
で
、

同
所
で
高
満
会
長

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
 
が

森
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
さ

ス
ト
五
所
川
原
（
高
 
れ
ま
し
た
。
 

満
タ
力
会
長
）
で
 
同

ク
ラ
ブ
は
、
発
足
し
て
か

は
十
月
十
一
日
、
 

ら
今
年
で
満
三
年
、
教
育
振
興

市
教
育
振
興
会
に
 
会

へ
の
寄
付
も
三
回
目
と
な
り
、
 

九
万
五
千
四
百
円
 
関

係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て

を
寄
付
さ
れ
ま
し
 
い

ま
す
。
 

た
。
 

森
田
市
長
は
来
賓
と
し
て
出

こ
の
日
、
同
ク
 
席
し
、

お
祝
い
と
お
礼
の
言
葉

ラ
ブ
で
は
昨
年
に
 
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
市
内
の
 

●
一
 
 
x

.
 

ホ
テ
ル
で
「
チ
ャ
 

．.
 

国除ンuノプべ入r"Iノ””" 

社
会

福
祉
に

と

1
0万
円
 

大
町の
小
山内
さ
ん
 
社
会

福
祉
に

1
0万
8
千
円

余
照
秀

会
五
所
川
原
支
部
 

森田市長に目録を手渡される小野

勝章さAJ（小山内さんの代理 左） 

市
内
大
町
の
小
山

内
賢
造
さ
ん
（
肥

は
十
月
七
日
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
十
万
円
を

市
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
九

月
二
十
六
日
に亡
く

な
ら
れ
た
妻
キ
ョ
さ

ん
（
8
1）
の
仏
前
に

供
え
ら
れ
た
香
典
の
 
 

お
返
し
を
兼
ね
た
も
の
で
す
。
 

寄
付
金
は
、
キ
ョ
さ
ん
の
甥
の

小
野
勝
章
さ
ん
（
4
7ー
ッ
谷
）
 

が
小
山
内
さ
ん
の
代
理
と
し
て

市
役
所
を
訪
れ
、
森
田
市
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。・

 

な
お
、
市
で
は
こ
れ
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 鋤

（
 

日
本
舞
踊
の
照
秀
会
五
所
川

原
支
部
（
江
良
俊
衛
支
部
長
）
 

で
は
こ
の
ほ
ど
、
社
会
福
祉
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
市
社
会
 

夜
半
の
雨
も
あ
が
り
、
す
が

す
が
し
い
天
気
と
な
っ
た
体
育

の
日
の
十
月
十
日
、
五
所
川
原

青
矢

A議
所

（
山口
老
夫
理
事

長
）
主
催
の
フ
了
こ
リ
ー
マ
ラ

ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
マ
ラ
ソ
ン
は
、
順
位
を
別
 

福
祉
協
議
会
に
十
万
八
千
二
百
 

九
十
二
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
支
部
が
過
日
、
 

市
民
文
化
会
館
で
開
い
た
 
「チ
 

に
し
て
楽
し
く
走
っ
て
体
力
づ

く
り
を
し
て
も
ら
お
う
と
昨
年

か
ら
行
わ
れ
た
も
の
。
コ
ー
ス

は
、
市
庁
舎
裏
の
河
川
敷
を
南

北
に
一
周
す
る
も
の
で
約
五
百

人
が
参
加
。
 

山
口
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
 
 ャ

リ
テ
ィ
ー
発
表
会
」
の
益
金

の
一
部を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
 

今
年
で
八
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

れ
に
書
か
れ
て
い
る
記
号
に
よ

っ
て
「
ケ
ン
ケ
ン
」
や
 
「は
と

ポ
ッ
ポ
」
 
の
歌
をう
た
う
な
ど
。
 

次
は
難
関
の
ク
イ
ズ
で
 
「世
界

中
の
人
が
ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ

て
も
、
 一
年
に
ー
つ
し
か
と
れ

な
い
も
の
ナ
ー
ニ
？
」
な
ど
、
 

数
種
類
の
珍
間
、奇
問
に
何
回

も
ク
イ
ズ
を
引
き
直
す
人
が
出

る
な
ど
、
長
蛇
の
列
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
新
し
く
加

わ
っ
た
 
「ド
ジ
ョ
ウ
つ
か
み
」
 

で
は
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
つ
か
め

な
か
っ
た
り
、
 「あ
め
食
い
」
 

で
は
顔
中
に
小
麦
粉
を
つ
け
て

し
ま
う
な
ど
コ
ー
ス
で
は
爆
笑

が
続
き
ま
し
た
。
 

四
十
分
後
に
は
全
員
が
完
走
。
 

同
青
年
会
議
所
で
は
、
全
員
に

完
走
証
と
ワ
ッ
ペ
ン
を
贈
っ
た

ほ
か
、豚
汁
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

蜜
豊
 

i第626月 

背
筋
力
、
握
力
、
垂

直
と
び
な
ど
の
体
力

測
定
が
行
わ
れ
、
午

前
十
一
時
、花
火
を

合
図
に
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
。
 

参
加
者
は
、
お
母

さ
ん
に
お
ん
ぶ
さ
れ

た
子
ど
も
か
ら
六
十

代
の
人
達
ま
で
と
、
 

文
字
ど
お
り
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
。
 

コ
ー
ス
に
は六
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
設
定

さ
れ
、
最
初
は
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
探
し
、
そ
 

闘
尋

で
鰯
レ

く
国

局
ら
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ラ
ソ
ン

に
助
人
参
加
 



昭和61年（1986年）11月1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第626号） ⑥ 

図圏国回日団日 
―新 購 入 図 書― 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

島津義弘のすべて 三 木 	靖 火 刑 都 市 島 田 荘 司 

自 民 党 政 権 佐藤 誠三郎 小説日本興業銀行 高 杉 	良 

原子力 
その不安と希望 岩 本 	康 星夜に帆をあげて 高橋 のぶ子 

家のカビ・ダニ 
退治法 市川 栄一 修 羅 の 剣 津 本 	陽 

人生は花いろ女いろ 高峰 三枝子 柳 生 兵 庫 助 津 本 	陽 

ムッゴロウの猫読本 畑 	正 憲 有 明 の 別 れ 南篠 範夫 

嵐ケ丘ふたり旅 河野 多恵子 爪 西 村 	望 

戦後昭和史 
うらおもて 入江 徳郎 遣 恨 の 餓 西村 寿行 

メ デア の興亡 杉山 隆 男 国鉄ペいペい三十年 萩原 良彦 

フランス外人部隊 柘植 久慶 青 の 背 信 平岩 弓枝 

宮沢賢治名作集 宮沢 賢治 異 変 街 道 松本 清張 

魯 迅 雑 記 竹 内 	好 青 き 犠 牲 連城 三紀彦 

国会と い う 所 中山 千夏 化 	 身 渡辺 淳一 

生き残る街づくり 藤田 邦昭 新・私の歳月 池波 正太郎 
学生のための 

音楽入門 星 	旭 光と風の季節誌 倉 嶋 	厚 

昔 の 仲 間 寺田 テ ル 娘と私の 
ただ今のご意見 佐藤 愛子 

か ら ご こ ろ 長谷川三千子 わたしの 
おせっかい談義 沢村 貞子 

味覚のトレーニング 森須 滋郎 ロシアにっいて 司馬 遼太郎 

ミシュラン抱えて 山本 益博 座席急行 「津軽」 
殺人事併ニ 西村 京太郎 

温泉へ行こ う 山 口 	瞳 人生は六＋醤言ご 石垣 綾子 

農
林
漁
業
者
な
ど
は
国
民
年

金
の
第

一
号
被
保
険
者
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
出
稼
ぎ
先
で
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
と
国
民
年

金
の
第
一
一
号被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
国
民
年
金
係
に

第

一
号
被
保
険
者
の
「
資
格
喪

失
（
種
別
変
更
）
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ば
、
会
社
に
勤
め
て
健

康
保
険
に
加
入
す
る
と
市

の
国

民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
の
と

同
じ
意
味
で
す
。
 

厚
生
年
金
の
加
入
者
と
な
っ

た
方
に
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
配
偶
者
が

い
て
被
扶
養

者
と
な
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の

専
業
主
婦
な
ど
は
国
民
年
金
の

第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

の
で
、
 
「資
格
種
別
変
更
届
」
 

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
市
保
険
年
金
課

（
か
内

線
二
六
五
番
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
 

闘
露
冒⑩
 

尋
曾
．編
腰oo
o
 

市役所の電話番号は⑩2111番 

昭和62年度（ 4 月入所）-~ 

保育所入所申請受付コ 

レ期間 11月 4 日～29日 

レ場所 市福祉事務所、各保育所 

レその他 軽・中度の障害児も入所できま 

す。 第一さつき保育園と梅田保育園で障 

害児保育を実施しています。 

言羊しくは、市福祉事務所（か内線243番り 

へどうぞ。 

厩照和62無鷹 母丞．・七寡婦刃

度頭祉資・金（修学資金等）譲I 
I" ' " ”予約貸付1ナの受’付’~ 

ン対象者 

経済的に目sl難な事情にある母子・寡婦

家庭で、児童が高等学校、短期大学、大

学、高等専門学校及び専修学校等に進学

もしくは入所を希望するもの。 

レ提出書類 

①貸付申請書（福祉事務所にあります・） 

②添付書類 

ア貸付申請者の戸籍謄本 

イ配偶者のない女子で現に児童を扶養し 

ていることを証明する書類（用紙は福 

祉事務所に） 

ウ進学証明 在学している学校からの進 

学証明書（用紙は福祉事務所に） 

エ支度資金所要額内訳書（用紙は福祉事 

務所に） 

レ提出期限 

11月25日 

ン貸付けの仮決定 

昭和62年1月末日までに仮決定し、本 

人に通知する予定。 

レ貸付けの本決定と資金の交付 

（〔i沖各学資金・修業資金 

仮決定された人の児童が高等学校等に

入学し、在学証明書の提出がなされたも

のに対し、62年 4 月中に本決定し同月末

日までに資金交付の予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考

試験に合格し、 その合格通知書等により

入学が確実になったものについて、62年 

3 月中に本決定し同年 4 月末日までに資

金交付の予定。 

詳しいことや書類の提出は、市福祉二事務

所児童係（，内線 243番）へお願いします。 

	昭和62年度一農業用免税軽油 

免税証交付申請の受付 
＞日時 11月21 H 午前 9時～午後 3時 

＞場所 県五所川原合同庁舎（栄町） 

＞申請書用紙 県税事務所、農協、軽油販売店にあります。 

詳しくは、五所川原県税事務所間税課（か⑩2111番 内線 

207・ 208番）へどうぞ。 



成
人
式
は

1

月
3

日
に

行
い
ま
す
 

市
で
は
、
成
人
式
を
来
年

一
月
三
日
に
行
い
ま
す
。
 

対
象
者
は
、
市
民
で
昭
和

四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
 

和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。
対
象

者
に
は
、
士

一月
初
め
に
通

知
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
"
 

⑩
一
一
一
一
番
 
内
線
 画

八
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
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執八八一v、勤労青少年ホームvvvvで】（ 

みなさんのおいでを待っています。 I 

	

n月15日（土） 	 i 
チャI)ティー前夜祭 	 i 
テープカッ ト（午後 6時30分） 	! 

ぐIうロ欠奉楽コン・サー ト（千イ麦 7日手 ) (2）ジ i 
ャズダンス（とHt 7日寺40分）③ア トラ i 
クション（午後 8時10分） 

	

11月16日（日） 	 i 
午前 9時オープン 	 i 
(D作品展示 （の即売コーナー（10時） > 
③野外模擬店（10日寺30分） （④）お茶 く

会（11日寺） ⑤チャリティバザー（10 ( 
時） ※毎年、陶芸作品即売コーナ ！ 

ーやチャリティバザーに人気を集め （ 

ています。 さらに今 i 

	

I魚 	年は、開館10周年寺 I 

、八八A勤労吉少年ホーム入入八,言】 I 

'- taqiPJ犀kF‘ノA 記念し、利用者の会 
Awv謙函む叫Aである菊栄会では、 

~ 	ォI)ジナルトレーナ 

ト’ーrトI ，、 	ーをつく りました。 

' ‘ 白地に紺のバックフ。 

- i1o8' -' 	Iiン ト 「ワンダフル 
・フレンズ」 をデザイ ン （当日発売 

2,500円） したものです。 

『 	市民のみなさん、多数おいで 

， 一くださいハ 

， ン日時 11月17日（月） 

ぎ 	 干後6時 

更 レ場所 市中央公民館 
z ン演題 「父と子の関係と母親 

の役割」 

ン講師 石本俊夫氏（57) 
・福島女子短大講師 

●文部省認可モラロジー 

研究所福島社会教育セ

ンター所長 

レ入場料 無料 

2 いぐー講 演 

g 

製八 

ど開館I t 周年”vvvv第8回Vvv、ノ、ノ、タ I 

ミ『ホームフエステイノ可ル』，~ 「i UJJ 	；峯’,v'.,vsi'ミ~「一日総合市民相談所」 、 	 1_i II'I) L-J I I J~、v -~、v I U O/、l / I I 

五所川原口ータI)ークラブ 

ム 

l 

I 市では、 市民の日常の悩み、  困 
I りごと、心配ごとを解消し明るく 

浮_ 篇篇鱗j1 蘇 
〉します。 お気軽にどうそ％ 
、  

浮曹時11月25日因午前10時～午 

1 ン場所 市中央公民館（ 2 階第1 
I 会議室） 
、 
Iレ相談内容 土地建物、借地借家、 

（ 登記、金銭貸借、相続贈与、交 

I 通事故、困りごと、国税、職業 

~ f1軒jfl 	生慧 
i 里親その他心配ごと、労働条件、 

1 解雇問題、賃金不払い 

舞Q)ft 鷺畿 fJI-' *a 	 c')yc11fl20B:. 

~想驚緩コ讐』讐い。282番） 

月
日
 

テ 	ー 	マ 月
日
 

フー 	ー 	マ 

12n1

日の 

進む産地化 

夏秋トマト、いちご 
花弁栽培の現状と方向 

12n4

日困 

豊かさの中のくらし

経営改善と資金

生活の知恵 

12n2

日因 

力強いりんご栽培 

土づくり、わい化栽培

の現状と方向、販売と

流通 

12月
5

日国 

稲作経営の安定 

多収技術と規模拡大 

12月
3

日困 

最近話題の果樹 

マルメロ、ブルーべリ 

ー栽培の現状と方向 
12月
8

日囲 

新技術の情報提供

バイテクと水耕栽培 

地域農業の進路を探る

座談会 

夜問営農教室
受講者募集 

＞日時 12月1・ 2 ・3 ・4 ・5 ・ 8 日 （ 6日間）の
午後 6時から 9時まて％ 

レ場所 県五所川原合同庁舎3階会議室（栄町） 

レ対象者 農業者等どなたでも受講できます。 
レ受講料 無半斗 

レ受講申し込み方法 11月25日までに普及所へ電話て冬
お申し込みください。 （＝直通⑩5719番 o代表⑨ 
2111番 内線 248・ 249番） 

の 

' 

~ 

五所川原地区 

農業改良普及所 



「県最讐競勲 
最低賃金額 1 日3,251円 

賃金の大部分が時間によって定め 

られている人（時間給者）について 

は 	1 時間 407円

実施月日 10月13日 

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金

金額の算定には含まれません。 

戸 除外賃金 

(1)精皆勤手当、(2）通勤手当、(3）家族

手当、(4）臨時に支払われる賃金、(5) 
1か月を超える期間ごとに支払われ

る賃金（賞与、期末手当など）、(6) 
時間外労働・休日労働に対して支払

われる賃金及び深夜労働に対する割

増部分の賃金 

研究発表会 	 I 
	 北奥文化研究会」 

レ日 時 

ン場 所

レ発表者 

D 入場料 

1 1月 1 6 日（「り 

午後 1 Fl.芋～ 4 時 

市中央公民館 

工藤鉄男氏 「湊の三橋家に I 
つし、て」 

太田文雄氏 「古代の製鉄」 

佐藤文孝氏 「郷土の新聞」 

無半斗 
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―県信用保証協会からのー 

	 お知らせ 
L特別保証制度の一部改正 
当協会で取扱っている今年度の特別保証制度で、次

の制度について金融機関の貸付利率が弓は下げになデ

ています。 ご利用ください。 

制 	度 	名 略称 改正後貸付利息 改正前貸付利息 

地場産業活路開拓資金 ⑧ 年率5.10% 年率5.50% 
先端技術産業振興育成資金 ① 年率5.10% 年率5.50% 
中小企業体質強化資金のうち 

	地 域  産 業 対 策 ⑧ 年率5.40% 年率5.90% 
テクノポリス対策融資 ⑩ 年率5.10% 年率5.50% 
組 合 共 同 事 業 ⑩ 年率6.10% 年率6.40% 

実施日 9 月 2 5 日 

中小企業不況対策融資のうち 

円 	高 	対 	策 
⑤
  

年率5.20% 
中小企業金融公庫、 

国民金融公庫の基事

貸出金利から 0.2% 
弓は下げた全利助、 

実施日 1 0 月 1 5 日 

2．年末・年始資金特別保証制度 
D 制 度 名 青森県中小企業年末・年始資金特別保

証制度 

D略 称  年 特 

D保証金額 一企業につき 5,000万円以内 

'D保証期間 6 か月以内 

レ利 息 金融機関の所定利率 

）保 証 料 年率 0.98% 
レ取扱期間 1 0 月 1日～昭和62年 1月 31日 

詳しいことは、県信用保証協会五所川原支所（か⑩ 

4121番）へどうぞ。 

年 特 

陸・海・空自衛隊生徒 
●中学卒業者のコース 自衛隊生徒 

陸・海・空自衛隊の技術部門
における陸・海・空曹を養成す

る制度です。 
4 年間の教育課程を終えると 

3 等陸・海・空曹に昇任し、技

術部門の第一線で活躍します。 
また、幹部への道もひらかれ

ています。 
●生徒課程修了までに高等学校

卒業資格を取得することができ
るようになっています。 
詳しいことは市民課（内線277 

番）又は自衛隊地方連絡部五所
川原募集事務所（血⑩2305番）へ 

川
柳
岩
木
吟
社

弁
解
の
き
か
ぬ
遊
び
が
妻
に
知
れ
 

ふ
じ
や

に
こ
に
こ
の
税
吏
へ
肌
を
割
る
誤
算
 
彩
 
人

こ
の
位
置
に
何
時
も
昼
寝
の
亡
父
匂
う
 
北
 
歩

も
う
い
ら
ぬ
夫
あ
る
身
の
体
重
計
 
晋
 

一

徴
悔
す
る
涙
真
珠
の
色
と
な
る
 
草
 

林
 



Z賃貸マンション建設資金 、、 
l 	融資申込み受付中 I 
、～一――一一 	 ーー住宅金融公庫ーーーーノ 

I 
、 

生 徒 募 集 
	国立小樽海員学校一 

ン募集人員

レ入学資格 

本科・約30メ、（ 3 年） 

昭和43年 4 月 2 日～昭和47年 4 

月 1 日に生まれた人で、 中学卒

業以上（62年 3 月卒業見込みの

人を含む） 

62年 1月10日～ 2 月10日 レ願書受付 

詳し くは、小樽海員学校教務課 

(か0 134 一 54 - 2122番 〒047 - 01 小樽市桜 

3 丁目21番 1号）へどうぞ。 

⑨昭和61年（1986年）11月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第626号 

レ対象 賃貸アパート （店舗・事務所などを建設する場合を

含む）の建設資金 

＞受付期問 昭和62年 3 月31日まで・。 

ン要件二 耐火構造、地上 3 階以上の共同住宅で、建物の延べ

面積が原則として 1 ,OOOn 以上。 

ンその他 金利は年6.15% （店舗などの非住宅部分は年6.35 

%） で、返済期間は20年以内（非住宅部分は10年以

内） 

詳しくは、住宅金融公庫仙台支所（雪022-227-9311）へ

どうぞ。 

・職業自立をめざす身体障害者の方ノ＼ 

4月入校生募集 
東京都身体障害者職業訓練校 

＞訓練科目 ビジネス文書（ワープロ）、経理事務、電子機器

機械製図、写真植字、 ミシン縫製、塗装等17科目 

ン訓練期間 昭和62年 4 月から 1年（義肢装具科のみ 2 年） 

＞募集締切 第 1次 日召和62年 2 月 7 日まで’ 

第 2 次 昭和62年 3 月10日まで’ 

＊授業料は無半＋、手当が支給されます。 

寮の設備があります。 

詳しくは、本校又は五所川原公共職業安定所（か⑩3171番） 

へお問合せください。 

東京都身体障害者職業訓練校 小平市小川西町 2 - 34 - 1 

(かo423@)1411) 

12月引日で 

地代家賃 
統制令廃止 

地代家賃統制令（昭和21年勅

令第443号。） が、 12月31日をも

って廃止されます。 

土也代家賃統制令は、戦後の著

しい住宅難を背景に制定された

もので’すが、今日では住宅事情

も改善され、地代、家賃の統制

を継続していく必要性が失われ

てきていることなどから廃止さ

れることになったもので’す。 

なお、統制対象の借地・借家 

（昭和25年 7 月10日以前に建築

された延面積99rrf (30坪）以下

の住宅及びその敷地）について、 

I廃止前に締結されたイ昔地・借家

契約は、地代家賃統制令の廃止

後もそのまま有効に存続するこ

とになります。 

したがって、地代・家賃の額

も土也代家賃統制令の廃止によっ

て自動的に弓Iき上げられるもの

ではなく、借地法・借家法に定

められた事由がある場合に限っ

て、当事者間の話合のうえで決

められることになります。 

詳しくは、県商工課（廿0 177 

@)2 111番 内糸泉4159番）へどう

ぞ。 

生 徒 募 集 
	国立宮古海員学校 

D募集人員 本科（ 3 年）約40人 

＞受験資格 （①）中学卒（卒業見込みを含む）、 

またはそれ以上 

②昭和62年 4 月 1日現在で15歳

以上19歳未満の人 

ン願書受付 昭和62年 1月10日～ 2 月10日

願書は、国立宮古海員学校教務課（廿0193 ー 

62 - 5316番 〒＝027 岩手県宮古市磯鶏12 一 48 

-2）へ返信用封筒（170円切手をはり）を盾］ 

封してお申し込みください。 

ン募集人員 

＞受験資格 
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-. 4-_. .+-濃繰鰐鷲黒姦篇 
’次の日程で開かれます。 お気軽においでくださI 

レ日時 11月28 日（釣 午後 1 時 

ニ レ場所 保健センター 

レテーマ 「消化管の潰よう性病変」 

レ講師 田辺 靖彦先生 

（田辺胃腸科外科医院長） 

主催 北五医師会・市民保健協議会 ＋ 
tーーー→→→ 

結核検診はぜひ受けて’ 
地区保健協力員を通じて受診票を配布してい

ます（検診車にも準備お受診は都合のよい場所

で受けられます。 担当市衛生課（”内線 272番） 

111月

4
日 

平 和 町 集会所前 9:30-1O:OO 
新 ’町 保健センター前 10:1O-1O:30 

鎌谷町コ房奏ニこ多ー前 1O:40-11:1O 

一 ッ 谷 大和山道場前 11:20-11:50 
松 島 町 木村昂悦宅前 13:OO-13:30 

【
（火
）
 
 

ク 	菊地理容戸斤前 13:40-14:20 
ク 	毛内商店前 14:30-15:OO 
ク 	松島会館前 15:10-15:40 

田 園 町 集会所前 15:50-16:20 

111月
5p 

上平井町 中央集会所前 9:30-10:0O 
中平井町 五所川原小学校前 1O:1O-10:40 
幾世森 老人ホ-2

み園前 
1O:50-11:30 

末 広 町 保健所前 13:OO--13:30 
［
 余
 

新 	宮 公民館前 13:40-14:1O 
不
）
 

 
若 	葉 県営集会所前 14:20-14:50 

ク 	森の家前 15:OO- 15:30 

111月
6ロ 

旭 	町 斎勝駐車場 9:30- 10:00 

大 	町 レスト暴苦郎前 10:10---10:40 

布屋町 西北中央病院前 10:50--11:20 
]
（
木）
 

 

岩 木町 市民文化会館前 11:30-12:00 
小 	曲 農村婦人の家 13:00-13:30 

ク 	工藤勲宅前 13 : 40- 14 : 40 

111月
7
日

金

） 

湊 	i奏集会所前 9:30-10:0O 
田 	町 白衣神社前 10:10-10:40 

大 	町マルトモテ雀‘島 10:50-11:20 

錦 	町 新岡肥料店前 11:30-12:10 
寺 町 木村石油寺田丁給油所 12:20-12:40 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

容35-2O1 9番 
（救急医療部会） 

市役所の電話番号は⑩1lH番 

健康 

コーナー 
『愛の献血』お願いします 

11 
口
］
 
 

午 	前 午 	後 

116因 

10時シ～11時 午前11時50分～ 4 時 

レストラン藤吉郎 
前 	（大町） 

日立東部セミコン
ダクタ卿津軽工場 
前 	（漆川） 

21 10時～正午 1時30分～ 4 時 

日
囲
 

木村石油広田給油 
所前 	（広田） 

白生会胃腸病院
駐車場（上平井町） 

精神衛生講座 
	 五所川原保健所ー 

レ対 象 どなたでトも 

ン受講料 無料 

ン時 間 午後1時～ 3 時 
11月18日 （火） 

①精神衛生対策について 

②ボケの正体と治療 

12月 4 日 （木） 

①老人の心理 

②ボケ老人に対する看護 
12月23日 （火） 

ボケ予防について考える 

詳しくは、五所川原保健所（か⑨2108番） 

へどうぞ。 

国圏 黒ill黒健所」 
レ場所 五所川原保健月〒 

レ時間 午後1日寺～ 3時 

11月13日 寝たままでも髪が洗えます。 

12月11日 
できてしまってからでは遅い床
ずれ。 

1月 8 日 入浴できない人のために。 

2 月12日 楽しい食事の世話と工夫。 

3 月12日 手軽にできる看護用品。 

詳しくは、五所川原保健所（"@)2108番） 

へどうぞ。 

象
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